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ライオンズクラブ国際協会

３３０－Ａ地区

2009～2010 年度

環境委員会

委 員 長 Ｌ 風 間 昭 東京新橋ＬＣ

副 委 員 長

緊急災害・防災対策担当 Ｌ 中 島 彰 東京赤坂ＬＣ

環境保全・資源保護担当 Ｌ 小塚 貞裕 東京世田谷ＬＣ

委 員

緊急災害・防災対策担当 Ｌ 高橋 一郎 東京浜町ＬＣ

Ｌ 山口 桂次 東京センチュリーＬＣ

Ｌ 亀田 哲夫 東京浅草ＬＣ

Ｌ 藤井 正剛 東京山手ＬＣ

環境保全・資源保護担当 Ｌ 岩津 英資 東京霞ヶ関ＬＣ

Ｌ 安田 順一 東京秋葉原ＬＣ

Ｌ 鹿島田 繁 東京八王子高尾ＬＣ

Ｌ 富田 公夫 東京八王子いちょうＬＣ



ライオンズクラブ国際協会 330－A 地区

環境テーマ 森の都 東京に

森の国 日本へ

キーワード “山” “川” “海”

スローガン ２１世紀

ライオンズクラブ メンバーは

地球を救う騎士になれ

ライオンズクラブ国際協会 330－A 地区

環境憲章

ライオンズクラブ国際協会 330－A 地区は、われわれの子孫へ

未来を継続するため、ライオンズの奉仕の精神に則り、

各クラブメンバーが手をつなぎ、地球環境保全活動を推進する。

ライオンズクラブ国際協会 330～337 複合地区

環境憲章

ライオンズクラブ国際協会 330～337 複合地区は、われわれの子孫へ

健全な未来を継続するよう、ライオンズクラブの奉仕の方針に則り、

各地区、各クラブ、手をつなぎ、地球温暖化防止の為、

環境保全活動を推進するものとする。
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環境奉仕事業（アクティビティ）手引き案内書

事例№ １ １ページ

◎奉仕事業名称 「海の森」

１．事前問題点

・場所（実施場所、広さ等） 中央防波堤内側８８ha 苗木４８万本

・費用（予算）総額

資金獲得方法 募金等

・期間（設計、内容） 平成19年～28年

・ジョイント相手 （一般市民、民間団体等）

東京都港湾局臨海開発部海上公園課共同推進担当

東京都庁第二庁舎２５階（03-5320-5590）

２．実施中問題点

・実施期間（設営、実施方法） 植樹（苗木）

平成19年～28年

３．事後問題点

・決算 総額 ＋ －

・メンテナンス（方法、時期）

・移管

・ＰＲ（周知、広報）

◎実施クラブ

東京山手 ＬＣ

・住 所 〒１３５－０００４ 江東区森下２－１７－８ フォルム森下４０３号

・ＦＡＸ 03-5625-2676

・ＴＥＬ 03-5625-2671

・メール ib.hiro@crest.ocn.ne.jp

◎コンタクト先（プロバイダー、民間、行政団体等）

・募金先 東京都港湾局臨海開発部海上公園課共同推進担当

・住 所 東京都新宿区西新宿２－８－１

・ Fax. 03-5388-1577

・ Tel． 03-5321-1111 内 4344

03-5320-5578（直）

03-5320-5590（直）

・H.P yuji-ota@member.metro.tokyo.jp

緑の東京募金実行委員会 海の森事業委員長 安藤忠雄
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事例№１の ２ページ

「海の森」海上公園について

Ⅰ．海上公園とは

⑴ 海の森」海上公園設置の目的

① 東京湾内のゴミ埋立地を整備し標高３０Ｍの人工島の台地を造成

② 造成台地に植樹し都心に向かう海風の起点として都内に緑の風を送る

⑵ 海の森」海上公園の概要

① 設置場所 東京湾内中央防波堤の東側埋立て地

② その規模 約 ８８ ヘクタール

③ 期 間 平成１９年 ～ 平成２８年 までの間

④ 費 用 都・都民・企業・ボランティア の募金による

⑤ 植栽樹種 スダジイ・タブの木・エノキ・ドングリ・サクラ 等 広葉樹

⑥ 応募対象 都・都民・企業・団体・ボランティアグループ 等

Ⅱ．奉仕活動への参加方

⑴ 奉仕活動の種類

① 「海の森」協働植樹作業への参加による奉仕活動

② 「海の森」プロジェクトの緑の募金に参加しての奉仕

③ 「小・中 学生による苗木の育成

＊どの奉仕活動に参加するか 自クラブ・他参加クラブとも協議して決める

⑵ 奉仕活動の内容

① 「海の森」植樹奉仕は都民・ボランティア 対象の協働植樹イベントへの参加

② 「海の森」植樹の 企業・団体 を対象とする協働植樹イベントへの参加

③ 「海の森」プロジェクト募金への参加

④ 「海の森」プロジェクト 緑の東京募金実行委員会へ振替送金による募金

宛先 〒１６３－８００１ 新宿区西新宿２－８－１ 都庁第二庁舎

東京都港湾局臨海開発部海上公園課

「海の森」緑の東京募金実行委員会 委員長 安藤忠雄

ＴＥＬ ５３２１－１１１１

ＦＡＸ ５３２０－５５９０

メール mi-umisyoku@section.Metoro.TOKYOU

以上
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環境奉仕事業（アクティビティ）手引き案内書

事例№ ２ １ページ

◎奉仕事業名称 「植林、植樹、植栽」

１．事前問題点

・目的 地球温暖化防止対応・花果観賞・その他

・動機 一般アクティビティ・記念事業・その他

・植種 広葉樹・落葉広葉樹・落葉樹・ツタ等、目的に適うもの

・場所 山間部・里山・平地・河川の堤防・街路・公園・自宅敷地内

マンション(ベランダ・屋上・壁面なども)

・費用(予算) 総額および資金調達方法

・期間(設計・内容)

・ジョイント相手 一般市民、民間団体・地元学校等

・必要器具類 軍手・カマ・ハサミ・その他

２．実施中問題点

・実施期間（設営、実施方法） 目的に添って「何時」「何処で」「誰と誰とが」「何を」

「どのようにして」「どうのように実行するか」の５ＷＨに従い地域特性などに配慮して実施

・作業にまつわって 費用・人手の動員・交通手段(交通費も含めて)

３．事後問題点 事後に発生する必要経費等

４．参考 ・人間一人が平静時に排出する炭酸ガス（ＣＯ２）の量

         １分間    ０.２ℓ（２００ｃｃ）、

         １時間     １２ℓ 

         １日     ２８８ℓ ゴミ袋(４５ℓ) ６.４袋分 

         １年 １０５,１２０ℓ ゴミ袋＝２,３３６袋分

・生活上人間と樹木と二酸化炭素

        ㋑ 人間一人当たり年間ＣＯ２＝必要樹 ２３本

        ㋺ 一所帯当たり（人を除く）    ４６本（例：エアコン １台＝７本） 

        ㋩ 自動車（ガソリン車） １台  １６０本

◎コンタクト先（プロバイダー、民間、行政団体等）

・都内公園について 東京都建設局公園緑地部管理課事業普及係

Tel．03-5320-5365

・苗木調達先 ㈱小林造園 代表取締役 小林良吉 （東京葛飾ＬＣ 所属）

東京都葛飾区堀切３－３２－８

Tel.03-3694-9991 Fax.03-3694-9993

・プランター・用土等 小島商事㈱ 東京出張所 所長 小島麻央

東京都大田区上池台１－３２－１(上池台３０３)

Tel.＆ Fax.03-5499-5586
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事例№ ２の ２ページ

◎実施クラブ

東京センチュリー ＬＣ

・住 所 〒２７７－０８４３ 千葉県柏市明原３－１７－１０ 船越方

・ＦＡＸ 0471-41-2203

・ＴＥＬ 0471-41-2213

・メール megumi714@jcom.home.ne.jp

◎ライオンズクラブでの実施事例

東京センチュリーＬＣ

１．事前問題点

・目的 地球温暖化防止対応（ＣＯ２ 削減対策)

・動機 ・2003年秋 ３３０複合地区環境委員会主催によるセミナー「地球温暖化に関して」

の講演 講師 Ｌ渡辺三男（於：アルカディア市ヶ谷 私学会館）

・チャーターナイト２０周年記念アクティビティとして

・樹種 ブナ 落葉広葉高木

・場所 長野県南佐久郡川上村 村有地 ２ ヘクタール

・費用 （植樹の時）３００万円 ブナ苗木 ３,０００ 本

・ジョイント相手

長野県川上村 （藤原村長）

南佐久郡 森林組合

地元 小学校・中学校 ほか

・受賞 山村力（ヤマチカラ）誘発モデル事業

都市・山村交流事業 （林野庁）

・準備 必要器具（軍手・鎌・その他）川上村に一任

２．実施中問題点

５Ｗ１Ｈに従い地域特性などに配慮して実施期間等を定めて実施した

３．事後問題点

事後に発生する問題として

下草刈り 毎年 １回（約１０年間）

作業費用 年間 ２０万円（当初５年間で計１００万円）を契約
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環境奉仕事業（アクティビティ）手引き案内書

事例№ ３ 1ページ

◎奉仕事業名称 「河川クリーン活動」

１．事前の問題点

・場所と範囲 （実施場所、広さ等） 河川によって管理者が違うので、使用の許可が必要

・実施日と時刻、開始時刻や終了時刻の決定、必要あれば駐車場の確保や使用許可申請

・ゴミの始末 収集・分別の方法など地域により異なるので、できれば行政機関にお願いする

・必要器具類 軍手・金ハサミ・ゴミ袋・ゴミ調査書・飲み物・カメラ・その他の準備

・トイレなど トイレ・手洗い場・休憩場所等の有無と所在の確認

・天候の確認 天候による中止などの場合、ダレが最終判断をし、どのように連絡するか

・参加者の範囲 メンバーだけか、家族も参加するのか、一般の参加も募るのか

・予算の作成 （荒川クリーン活動の場合 協賛金などを含めて約５万円程度）

２．実施当日の問題点

・中止の決定と連絡 雨天などによる中止の場合、最終決定と連絡方法

・必要機材の確認 必要資材の搬入・受け入れと確認・使用後の回収・持ち帰りと搬出

・参加者の把握 参加者の受付・作業要領の説明・終了時刻の徹底・写真等記録の手配

３．事後の問題点

・ゴミ調査報告書の作成

・所轄部署・管轄者への御礼と報告

◎実施クラブ

東京城北 ＬＣ

・住 所 〒１２１－００５２ 東京都足立区六つ木４－７－２３ 高橋方

・ＦＡＸ 03-5697-6669

・ＴＥＬ 03-5697-6669

・メール maitai@diamond.broba.cc

◎河川クリーン活動を実施しているクラブの状況

・ 荒川 東京城北ＬＣをはじめ ５Ｒはゾーンごとに合同で実施している

・ その他の河川 東京山手ＬＣ、東京立川ＬＣ、昭島ＬＣ、 東京秋川ＬＣ、

東京横田ＬＣ、 国立ＬＣ、 東京吉祥 寺ＬＣ、町田グリーンＬＣ、

東京練馬西ＬＣ、東京葛飾ＬＣ が実施している
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事例№３の２ページ

◎コンタクト先（プロバイダー、民間、行政団体等）

市町村 担当窓口 他の市民団体との協働

ＮＰＯ法人荒川クリーンエイド・フォーラム

住所 東京都江戸川区東小松川３－３５－１３－２０４

Fax. 03-3654-7256

Tel． 03-3654-7242

メール rennraku@cleanaid

H.P http//www.cleanaid

◎どんな所に相談したらよいか

 ⑴ 荒川（本流および支流）のクリーン動については  

ＮＰＯ法人荒川クリーン・エイドフォーラムの指導のもとに行えるので

その指導に従えばとても便利

・ＮＰＯ法人 荒川クリーン・エイドフォーラム

〒１３２－００３３

東京都江戸川区東小松川３－３５－１３－２０４

Tel.03-3654-7240

Fax.03-3654-7256

ＨＰ http://www.cleanaid.jp/

 ⑵ 荒川以外の河川のクリーン管轄の問い合わせ先 

① 隅田川・中川・江東内部河川など 東京都河川部計画課 03-5320-5413

② 神田川・石神井川・目黒川など 東京都河川部計画課 03-5320-5414

③ 野川・谷地川・平井川など 東京都河川部計画課 03-5320-5415

④ その他おもな河川の管理者（国土交通省）

・江戸川・中川・綾瀬川 江戸川河川事務所 047-125-7311

・荒川 荒川下流河川事務所 03-3902-2311

・多摩川・浅川 京浜河川事務所 045-503-4000
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環境奉仕事業（アクティビティ）手引き案内書

事例№ ４ １ページ

◎奉仕事業名称 「カーボン・オフセット」

１．事前問題点

 ⑴ 温室効果ガス削減の手法のひとつ

① 地球温暖化問題は地上生物の存続にかかわる最大の問題

② 温室効果ガス削減は世界の最大課題となった

③ カーボン・オフセットは温室効果ガス削減の手法として急速に広がりつつある

 ⑵ カーボン・オフセットとは 

① 家庭生活や会社などで、自分が出した温室効果ガスのうち、

自分の努力だけでは削減しきれない分を

    ㋑ 他人が他の場所で行った温室効果ガスの削減や吸収量（クレジットという）を 

購入したり

    ㋺ 自分が他の場所で温室効果ガスの削減や吸収活動を自ら実施したり 

することによって “埋め合わせ”（オフセットという）することをいう

② カーボン・オフセットの手法は急速に広まりつつある

 ⑶ どこから出た温室効果ガスをオフセットしたいのか・・・対象分野の決定 

ライオンズクラブとして具体的に取り上げられる分野としては、

各個人の家庭生活や活動のための会議や交通などによって排出される温室効果ガス削減の

分野のカーボン・オフセット適用が多いように思われる

２．実施中の問題点

カーボンオフセットの実施にはカーボンオフセット・プロバイダーの支援が必要です

必要な段取りは私たち一般ではできません。専門的な知識や手続きが必要です

◎実施クラブ ３３０Ｂ地区

３Ｒ－５Ｚ 横浜サンセット２１ＬＣ

住所 〒235-0016 横浜市磯子区磯子８－１４－１２

宗教法人 真照寺 気付

Tel. 045-367-9465

メール RSA89885＠nifty.com
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事例№４の２ページ

◎カーボンオフセット・プロバイダー

１．カーボンオフセット・プロバイダーを選ぶ

信頼性（計算の根拠） オフセット対象活動家らの排出量の計算ツールや報告について

確実性（管理） クレジット管理にダブル利用がないかなどについて

信憑性 説明責任の神聖性

ＣＥＲ，ＶＥＲ

２．カーボンオフセット協会

正会員（安心プロバイダー）

株式会社 エコノス TEL.011-875-1996

カーボンフリーコンサルティング株式会社 TEL.045-290-9100

（横浜サンセット21ＬＣ が利用）

コンシャス株式会社 TEL.03-5459-4078

社団法人 モア・ツゥリーズ http://www.more-tree.org

株式会社 リサイクルワン TEL.03-3464-3566

賛助会員

三菱ＵＦＪリース株式会社 TEL.03-6865-3000

気候変動対策認証センター ＷＥＶ

三井生命ファイナンス＆リース株式会社 TEL.03-5404-2301

株式会社 アドバンテック TEL.0897-7711

◎ 横浜サンセット 21 ＬＣ の場合

プロバイダー カーボンフリーコンサルティング株式会社 TEL.045-290-9100

実施時期 2009年 5月～8月

実施内容 カーボン・オフセットとして植林 53本

1本＠1,000円 合計 53,000円

参考事項 100名程度の会合から排出される温室効果ガス削減による

カーボン・オフセット費用は、約4,200円、4本の植林代

（カーボンフリーコンサルティング㈱見積もりによる）
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環境奉仕事業（アクティビティ）手引き案内書

事例№ ５

◎奉仕事業名称 「ビオトープ」 「草や虫、動物、人間など

生態系の構成員たちが共に生きていく空間」

１．事前問題点

・場所（実施場所、広さ等） 世田谷区 新星中学/池尻中学(統合) 15M×4M

・費用（予算）総額 約90万円

資金獲得方法 チャリティゴルフ

・期間（設計、内容） 設計及び工事案作成 約１ヶ月、工事期間 約１ヶ月

・ジョイント相手 児童・生徒・父兄・地域住民・行政・環境NGO

２．実施中問題点 ◎ 教科や特別活動に幅広く活用できるか

継続的・発展的に管理育成できるか

１．ビオトープの意義

２．ビオトープ設置の目的

３．計画。設計におけるコンセプト

４．維持管理

５．観察・活用

６．製作作業の日程

７．７ミリの厚さのゴムシートの敷き方と接着

◎ 生徒会主導で進行

◎ 周囲の自然環境が大切

ビオトープが飛び石のようにあったほうが良く、各ライオンズ

クラブ等のビオトーオプネットワークができるのが望ましい

・

◎実施クラブ 東京世田谷 ＬＣ

住所 〒２０１－００１６ 狛江市駒井町３－１５－１１

Fax. 03-3430-0656

Tel. 03-3430-0656

メール setagaya.ky＠hotmail.co.jp

H.P

◎コンタクト先（プロバイダー、民間、行政団体等）

地域内の小学校・中学校

父兄・地域住民

行政・環境NGO
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環境奉仕事業（アクティビティ）手引き案内書

事例№ ６

◎奉仕事業名称 「アファンの森」

１．事前問題点

・場所（実施場所、広さ等） プロジェクト・パートナー

・費用（予算）総額 最低支援額 50万円／年、期間 3年

資金獲得方法 放置された森を天然林へと導くためのプロジェクト

・期間（設計、内容） 豊かな森を知り、行動する人を作る、人材養成事業

・ジョイント相手 支援が必要な子供たちへのプロジェクト

（一般市民、民間団体等） 児童養護学校で生活する小学生

・ 盲学校に通う小・中学生を対象、

２．実施中問題点 豊かな森の保全と心を豊かにするプロジェクト

・実施期間（設営、実施方法） 自分らしく生きる大人へのプロジェクト

・ アファンの森の中で森の作業やセラピープログラムを実施

・ 自立型社会育成のためのプログラム

３．事後問題点 オフィシャル・スポンサー

・決算 総額 ＋ or － 最低 100万円／年、1年間

・メンテナンス（方法、時期） 事業別オフィシャル・スポンサー

・移管 最低 50万円／年、1年間

・ＰＲ（周知、広報） 事業運動寄付

・ 特定商品の売上、チャリティ等の売上から一部支援

◎実施クラブ 東京 桜門 ＬＣ

住所 〒１１２－００１２ 東京都文京区大塚５－３４－２

Fax. 03-5395-3993

Tel. 03-5395-3993

メール info＠ohmonn-lions.com

◎コンタクト先（プロバイダー、民間、行政団体等）

名称 財団法人 Ｃ．Ｗ．ニコル・アファンの森 財団

住所 長野県上水内郡信濃町大井４３－２

Fax. 026-254-8082

Tel. 026-254-8081

メール info＠afan．or.jp

H.P

10



環境奉仕事業（アクティビティ）手引き案内書

事例№ ７

◎奉仕事業名称 「ムササビロード」

１．事前問題点

・場所（実施場所、広さ等） 山梨県都留市 石船神社

・費用（予算）総額 500坪 （2,000万円）

資金獲得方法

・期間（設計、内容）

・ジョイント相手 旭小学校

（一般市民、民間団体等）

２．実施中問題点

・実施期間（設営、実施方法）

３．事後問題点

・決算 総額 ＋ or －

・メンテナンス（方法、時期）

・移管

・ＰＲ（周知、広報）

◎実施クラブ 東京ワンハンドレッド ＬＣ

住 所 〒１７８－００６１ 東京都練馬区大泉学園町２－２２－２６ 丸央産業㈱会社 ２Ｆ

ＴＥＬ／ＦＡＸ 03-3924-5421

メール info @ maruou.co.jp

◎コンタクト先（プロバイダー、民間、行政団体等）

名 称 ムササビサーカスサークル しらい みちよ

住 所

ＦＡＸ 0554-20-4056

ＴＥＬ 0554-20-4055

メール

Ｈ.Ｐ http://home1.netpalace.jp/shiraimichiyo/

募金口座 郵便局 記号１０８７０ 番号５０７６０１１

ゆうちょ銀行 ０８８ 普通 ０５０７６０１

ムササビサーカスサークル会
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環境奉仕事業（アクティビティ）手引き案内書

事例№ ８

◎奉仕事業名称 「マイ ツリー」

１．事前問題点

・場所（実施場所、広さ等） 街路樹「ブロードネットワーク」

・費用（予算）総額 中木（2メートル） 1本 1万円

資金獲得方法 高木（3.5メートル） 1本 5万円

・期間（設計、内容） 寄付者のお名前プレート取付

・ジョイント相手 植樹管理は東京都

   （一般市民、民間団体等）    ㋑ 申込時 路線を指示 

 ・                 ㋺ 平成21年 12月、22年 3月 

２．実施中問題点  ㋩ 場所  東京都一任

 ・実施期間（設営、実施方法）    ㊁ 寄付者名、メッセージ 

 ・                 ㋭ 決定後 振込用紙 郵送 

３．事後問題点

・決算 総額 ＋ or －

・メンテナンス（方法、時期）

・移管

・ＰＲ（周知、広報）

・

◎実施クラブ 東京 霞ヶ関 ＬＣ

住所 〒104-8501 東京都中央区築地２－２－１

築地細田ビル ６階

Fax. 03-5565-7652

Tel. 03-3542-5711

メール m.muradate@lions-club-ato.com

◎コンタクト先（プロバイダー、民間、行政団体等）

名称 東京都建設局公園緑地部計画課マイツリー担当

住所 東京都新宿区西新宿２－８－１

東京都庁第二本庁舎23階北側

Fax. 03-5388-1532

Tel.6 03-5320-5491

メール soooo380@section.metro.tokyo.jp
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環境奉仕事業（アクティビティ）手引き案内書

事例№ ９

◎奉仕事業名称 「青少年育成のためのエコツール ECO トランク」

１．環境省制作 環境教育出前教材

・名 称 「エコトランク」

・目 的 身近な道具を使って判りやすい形で「エコ」問題への意識を啓発する

・運用の方法 環境教育のツールとして貸出しや購入に供する用意がある

あるいは制作の資金を提供する

１．事前問題点

・場所（実施場所、広さ等）

誰もが、いつでも、どこの場所でも 環境教育に携わることができる

・費用（予算等） 出前教材「エコツール」の借り出しあるいは購入費と運搬代と

その資金の調達方法

・期間（設計、内容） 「エコ」教育の対象者、実施期間、教化内容など

・ジョイント相手 クラブ単独あるいは他と共同で

・貸し出し対象 ライオンズクラブ

地方公共団体または公益法人

「我が家の環境大臣登録団体 http://www.eco-family.go.jp

２．実施中問題点

・実施期間（設営、実施方法）

３．事後問題点

・決算 総額 ＋ or －

・メンテナンス（方法、時期）

・ＰＲ（周知、広報） 貸出・返却 送料自己負担

◎コンタクト先（プロバイダー、民間、行政団体等）

名称 環境省総合環境政策局環境教育推進室

住所 環境教育第一係 武井 敦

Fax.

Tel.

◎貸出し機関 名称 「エコ学習トランク」環境学習出前教材 事務局

ケニス㈱ 東京支店

住所

Fax. 03-3813-8133

Tel. 03-3818-8121

メール tokyou@kenis.co.jp
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（このページは ウラの表紙 の裏側なので空白にしてください）



ライオンズクラブ国際協会

３３０－Ａ地区 キャビネット事務局

〒160-0023 東京都新宿区西新宿７－１０－１７

新宿ダイカンプラザＢ館２階

E-mail cab@lions330-a.org

URL http://lions330-a.org

Tel. 03-5330-3330

Fax. 03-5330-3370

mailto:cab@lions330-a.org
http://lions330-a.org/

